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385　　　腫瘍細胞へのGa－67集積と鉄投与の影響

　　若尾博美、古川恵司、東　与光（神奈川歯大、放）

　腫瘍のGa－67イメージが、鉄剤投与によb変化す

ることを、動物実験および臨床例について、先きに報

告した。しかし、これらのイメージ像では、Ga－67

が腫瘍の間質組織から排泄したものか、細胞自身から

排泄したものか不明である。

　そこで、我々は、in　vivo実験としてマウス・エールリツ

ヒ腹水癌を用いて、腹腔内にGa－67投与前後に、クエ

ン酸鉄（100μg）を投与して、経時的に腹水を採集し

て、上清部分と腫瘍細胞に分離し、Ga－67の変化を

測定した。

　結果は、Ga－67注射後に鉄剤を投与すると、対照

に比べて腹水中のGa－67は、鉄投与して1、4、16
時間と時間の経過と共に明らかに減少した。そして、

このGa－67減少の90％以上は上清部分からの減少で

あり腫瘍細胞からの減少は10％以下であつた。以上

の結果から、Ga－67は腫瘍細胞自身からも排泄する

と考えられる。今後は、鉄剤の量および時期を変えて

検討したレ、

386　　　鉄投与による腫瘍におけるGa－67の変動

について　一動物実験について一

　　古川恵司、若尾博美、山口益司、小林雅人、

　　東与光（神奈川歯大、放）

　鉄とガリウムは、ともに原子価3価でイオン半径も、

064と0．62と似ている。そのため、生体内の鉄とガ

リウムは似た行動をとると言われている。今までに担

癌動物におけるGa－67の体内分布に及ぼす鉄の影響

についての報告は少なくない。今回、私達はGa－67

注射して24時間後の遅い時期に鉄投与して、腫瘍に

k・けるGa－67の動態について検討した。

　実験方法は、担癌家兎（vx－2）にGa－67注射して

24時間目にFθ8in（40ng）あるいはクエン酸鉄（20

ng）を投与し、血中のGa－67の変化を測定した。鉄

投与により血中のGa－67は初期に急速に減少し、

Larson（1978）と同じ結果であつた。しかし、鉄投

与して24時間～48時間後に血中のGa－67は再び上

昇することがわかつた。家兎の腫瘍イメージでも、鉄

投与により初期に腫瘍Ga－67は減少するが、24時間

後ではかえつて腫瘍のGa－67イメージが増強する傾

向があつた。すなわち、鉄により血中のGa－67は、

一且血中から押し出されるが、再び血清鉄値が正常化

して血中にブイード・パツクする事が判つた。鉄とガリウム

は拮抗的でありその関係は複雑であると推測された。

387　、、f，の繊への取。込みと鉄代謝唖鉛餌飼

育ラツトにおけるGa－67の肝への取り込み上昇一

小島周二（帝京大薬、放射）　久保寺昭子（東理大薬、

放射）

388　　新しい腫瘍診断薬・・mTc－DMS（1）：化学

的性質および実験動物にお・ける挙動

　　幡　直孝，枡田秀祐，横山　陽（京大，薬）

　　太田仁八，滋野長平，山本和高，遠藤啓吾，

　　森田陸司，鳥塚莞爾（京大，医，放核）

　先の報告にてGa－67がHeparan　Sulfate（HS）と特異的に

結合し、種々の肝傷害修復および肝ガン誘発過程で肝へのGa

の取り込み上昇と平行しHS量も増加することを報告した。

一方、Gaの組織への取り込みが生代内の鉄代謝と密接に関連

していることが報告されている。我々はこの現象をHSを介し

た鉄代謝との関連性から説明することを試みた。まずはじめに

FeイオンのHSに対する親和性をGaをはじめとする種々の

カチオンと比較しながら血」山エΩの系でCa－45－HS　ComPlex

からのCa－45　releaseから求めた。　この結果、　HSにたいし

てFeイオンはGaイオンより強い親和性を示した。また、

rn、　Eu、　Er、　La、Ru等のカチオンにもGaイオンと同程度の

親和性がみられた。これらのカチオンはいずれも前処理により

Ga－67の組織への取り込みを題著に抑制した。

　亜鉛が腸管からの鉄吸収を抑制することは良く知られている

。そこで、0．75％Zn含有餌で飼育し組織内鉄含量を低下させ

たラットについてGa－－67の組織への取り込み量の変化につい

て検討した。この結果、亜鉛処理により肝臓、脾臓へのGa－67

の取り込み量は著しく上昇した。この際、各々の組織および

　5価Tcイオンには，　TcO，‘＋ごTcO2　Tの平衡系の存在

が考えられる。前者の正イ・iンは，安定な錯体の形成

に関与し，後者の負イオンは，その化学構造から，リ

ン酸イオン様の挙動を示すことが期待される。本研究

では，これらの5価Tcイオンの性質の組合せによって，

腫瘍への取込みと血液からの早いクリアランスとを同

時に示す，新しい腫瘍診断薬の開発が可能であると考

え，その基礎的検討を試みた。

　5価Tcを維持するリガンドとして，ジメルカプトコ

ハク酸（DMS）が最も良いことが判明し，種々の錯体の

標識条件が検討された。pH　8．0，限定された塩化第一

スズの濃度範囲にお・いて，単一な5価のTc錯体と考え

られるTc－DMSが得られた。

　実際この錯体は，インピトロ，インビボの実験で，

がんへの高い取込みを示した。さらに，Tc　－DMSのイ

ンビトロお・よびマウス，ラット，ラピット，ヒトのイ

ンピボの挙動から，Tc－DMSのリン酸様挙動が強く示

唆された。

HS含有鉄量はいつれも亜鉛投与群で低い値を示した。
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